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岩手県環境基本計画（改訂素案）の概要
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令和７(2025)年度は、策定時から５年を迎える年度
国の環境基本計画改定（令和６年５月閣議決定）等

計画の見直しを行うことが必要 ⇒ 諮問

２ これまでの審議の経過・①

岩手県環境基本計画（令和３(2021)年３月策定）

（第４章４ 社会情勢の変化等を踏まえた目標及び施策の弾力的な対応）

・ 本計画の策定後５年程度が経過した時点を目途に、それまでの計画

の進捗状況の点検結果等を踏まえ、 計画内容の見直しの必要性を検

討する。

・ 計画に定められた目標や、それを実現するための施策の方向につい

ては、環境施策が目指す将来像の実現に向けて、社会経済情勢の変化

に柔軟かつ適切に対応できるよう、必要に応じて弾力的に検討していく。
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【参考１】第六次環境基本計画（R6.5閣議決定）の概要
・ 目的の最上位に「現在及び将来の国民一人一人の生活の質・幸福度・ウェルビーイ

ング、経済厚生の向上」を位置づけ。
・ 「ウェルビーイング／高い生活の質」をもたらす「新たな成長」の実現に向け、６つの
視点提示
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【参考２】第六次環境基本計画（R6.5閣議決定）の概要

・ 「ウェルビーイング／高い生活の質」 ＝ 市場的価値 ＋ 非市場的価値

無形資産である環境価値等の非市場的価値を取り込む⇒高付加価値化
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当初計画項 目

令和３年度から令和12年度までの10年間(１) 計画期間
多様で優れた環境と共生する脱炭素で持続可能ないわて(２) 目標
はじめに
第１章 総論
第２章 環境・経済・社会の一体的向上に向けた横断的施策
・ 地域資源の活用による環境と経済の好循環
・ 自然と共生した持続可能な県土づくり
・ 環境にやさしく健康で心豊かな暮らし

第３章 環境分野別施策
・ 気候変動対策
・ 循環型地域社会の形成
・ 生物多様性の保全・自然との共生
・ 環境リスクの管理
・ 持続可能な社会づくりの担い手の育成と協働活動の推進

第４章 計画の推進・進行管理

(３) 計画の構成

総合的指標：15指標(４) 主要な指標

施策推進指標：28指標(環境分野別施策の実施状況を示す指標)※ その他の指標

３ 改訂素案の概要【（１）現行計画の概要】
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３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】

１ 策定根拠
「岩手県環境の保全及び創造に関する基本条例」第11条

２ 位置付け
①「いわて県民計画（2019～2028）」の推進に向けた環境分野の
基本的方向を定める計画

②「生物多様性基本法」に基づく生物多様性地域戦略
③「環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律」に基
づく環境教育等行動計画

３ 計画の期間
令和３（2021）年度～令和12（2030）年度

中間年のため、見直しなし。
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（１） 環境・経済・社会の複合的課題
◎ ビッグデータの活用や、リモートワーク、生成AIの普及など、デジタル化に
よる経済社会システムの大変革

（２） 気候変動
◎ 県の令和４（2022）年度の温室効果ガス排出量は、基準年(平成25(2013)
年) 比で33.8％削減

（３） 資源循環
◎ 大量生産・大量消費型 ⇒ 循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行

（４） 生物多様性と自然環境
◎ 自然再興（ネイチャーポジティブ）の実現…民間等主体の取組が不可欠
◎ (クマ類指定管理鳥獣追加等）人と野生生物とのあつれき解消に向けた取

組クマ等市街地出没対応等）の強化も必要
（５） 環境リスク

◎ フッ素化合物（PFAS）等の県民の社会的関心が高い化学物質等への対応
（６） 環境教育

◎ 個人の変容にとどまらず、組織や社会全体の変革が必要

第１章 総論 １ 現状と課題

３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】

社会情勢等の変化等を踏まえ、追加・修正 10



第１章 総論 ２ 今後の環境施策の展開の基本的な方向

（１）環境・経済・社会の一体的な向上
環境分野を超えた他の分野と連携した分野横断的な施策体系を設定

（２）環境を通じた「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）の達成
ＳＤＧｓの考え方を活用し、環境施策を通じて、県民の幸福を次世

代に引き継ぎ、持続可能な社会を岩手から実現

（３）「温室効果ガス排出量の2050年実質ゼロ」を目指した取組の推進
気候変動対策は持続可能な開発の達成を左右する重要な要素。将来

の気候変動リスクを回避・軽減するため、温室効果ガス排出量の2050
年実質ゼロを目指し、世界の脱炭素化に地域から貢献するとともに、
持続可能な社会の実現に寄与

３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】
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中間年見直しにおいては、変更なし



第１章 総論 ３ 本県の環境施策が目指す将来像と施策体系

多様で優れた環境と共生する脱炭素で持続可能ないわて

２ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】

（２）施策体系
○ 環境・経済・社会の一体的向上に向けた横断的施策
「環境×経済」、「環境×農林水産業」など他の分野と連携
した３つの施策分野を設定

○ 環境分野別施策
環境の保全及び創造を実現する基本的施策として５つの施策

分野を設定

（１）目指す将来像

第２章

第3章

中間年の見直しのため、変更なし。⇒ 「いわて県民計画（2019～2028）」で掲げる「幸福」が「ウェルビーイン
グ／高い生活の質」と目指す方向を同じくするものであることを明記12



第１章 総論 ３ 本県の環境施策が目指す将来像と施策体系

多様で優れた環境と共生する脱炭素で持続可能ないわて

３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】

（２）施策体系
○ 環境・経済・社会の一体的向上に向けた横断的施策
「環境×経済」、「環境×農林水産業」など他の分野と連携
した３つの施策分野を設定

○ 環境分野別施策
環境の保全及び創造を実現する基本的施策として５つの施策

分野を設定

（１）目指す将来像

第２章

第3章
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第２章 環境・経済・社会の一体的向上に向けた横断的施策

・ 「炭素生産性（温室効果ガス１トン当た
りの県内総生産）」の向上
（現状（2017） 327千円/トン）

（１） 持続可能な生産と消費を実現するグ
リーンな経済システムの構築

（２） 地域資源を活用した自然共生型産業
の振興

（３） 都市と農山漁村の連携・交流と広域
的なネットワークづくり

（４） 豊かな環境づくりに資する科学技術
の振興

１ 地域資源の活用による環境と経済の好循環

《施策の柱》《総合的指標》（2030年度までの施策
の達成状況を示す指標）

３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】

◎ （全体）現行計画策定時以降の社会や環境を取り巻く状
況の変化、県の施策の進捗を踏まえ、記載を更新

◎ 優良事例を紹介するコラムを追加
14



【参考３】いわてのウェルビーイング事例～
１ 地域資源の活用による環境と経済の好循環
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○ 環境×観光
（三陸ジオパークと三陸鉄道、
みちのく潮風トレイルの連携）

⇒ 三鉄ジオトレイン

⇒ 事業者が主体的に活動
している「いわてジビエ」
の取組

○ 環境×産業・観光
（未利用資源を地域資源に活用
したジビエの取組）



第２章 環境・経済・社会の一体的向上に向けた横断的施策

・「快適に暮らせる生活環境に関する満足
度」の上昇 （現状 23.5％）
・「災害に強く安心して暮らせる県土に関
する満足度」の上昇 （現状 24.4％）

（１） 快適で魅力あふれるまちづくりの推進
（２） 自然と調和した歴史的・文化的環境
の保全と活用

（３） 気候変動リスクを踏まえた防災・減災

２ 自然と共生した持続可能な県土づくり
《施策の柱》《総合的指標》（2030年度までの施策

の達成状況を示す指標）

３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】

◎ 生物多様性に配慮・増進するインフラ整備⇒優良事例を紹介するコラムを追加

◎ 気候変動が及ぼす健康リスクへの対応⇒ 「３ ・・・健康で心豊かな暮らしの実現」への施策追加

◎ （全体）現行計画策定時以降の社会や環境を取り巻く状
況の変化、県の施策の進捗を踏まえ、記載を更新 16



【参考４】いわてのウェルビーイング事例～
２ 自然と共生した持続可能な県土づくり
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○ 環境×河川
（多自然川づくり・流域治水プロジェクト）

元町川（自然な河岸等の形成)（葛巻町）

県内の流域治水協議会設置状況

安家川（河畔林の保全）（岩泉町）



第２章 環境・経済・社会の一体的向上に向けた横断的施策

・ 「自然に恵まれていると感じている人の
割合」の上昇 （現状 78.9％）
・「住まいに快適さを感じている人の割合」
の上昇 （現状 47.6％）

（１） 環境にやさしく健康で質の高い生活
の推進

（２） 森・里・川・海とつながるライフスタイ
ルの充実

３ 環境にやさしく健康で心豊かな暮らしの実現

《施策の柱》《総合的指標》（2030年度までの施策
の達成状況を示す指標）

３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】
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◎ （委員意見）気候変動が及ぼす健康リスクへの対応⇒ 「(１)・・・健康で質の高い生活の推進」に施策追加

◎ （全体）現行計画策定時以降の社会や環境を取り巻く状
況の変化、県の施策の進捗を踏まえ、記載を更新

◎ 優良事例を紹介するコラムを追加



【参考５】いわてのウェルビーイング事例～
３ 環境にやさしく健康で心豊かな暮らしの実現

19

○ 環境×健康×観光
（自転車活用推進計画・広域サイクリングルート）

岩手県広域サイクリングルート自転車通行空間の整備



第１章 総論 ３ 本県の環境施策が目指す将来像と施策体系

多様で優れた環境と共生する脱炭素で持続可能ないわて

３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】

（２）施策体系
○ 環境・経済・社会の一体的向上に向けた横断的施策
「環境×経済」、「環境×農林水産業」など他の分野と連携
した３つの施策分野を設定

○ 環境分野別施策
環境の保全及び創造を実現する基本的施策として５つの施策

分野を設定

（１）目指す将来像

第２章

第3章
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【参考６】第六次環境基本計画（R6.5閣議決定）の概要
（岩手県環境基本計画）
○ 環境分野別施策
・ 気候変動対策
・ 循環型地域社会の形成
・ 生物多様性の保全・自然との共生
・ 環境リスクの管理
・ 持続可能な社会づくりの担い手の育成と協働活動の推進

構成の変更はなし。 21



第３章 環境分野別施策

３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】

・ 温室効果ガス排出削減割合 57％
（現状 16.6％（2017））
・ 再生可能エネルギーによる電力自給率
66％ （現状 34.4％）

（１） 省エネルギー対策の推進
（２） 再生可能エネルギーの導入促進
（３） 適切な森林整備等による吸収源対
策の推進
（４） 地球温暖化に伴う気候変動の影響
への適応

１ 気候変動対策

《施策の柱》《総合的指標》（2030年度までの施策
の達成状況を示す指標）

◎ 森林整備以外の吸収源対策の推進に係る取組を追加

◎ その他「第２次岩手県地球温暖化対策実行計画」中間
年見直しの基本的方向を反映
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【参考７】地球温暖化対策計画（R7.2閣議決定）の概要
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第３章 環境分野別施策

３ 改訂素案の概要 【 （２）見直しのポイント 】

・一般廃棄物のリサイクル率 27％⇒23％
（現状 18.2％（2019）⇒16.4％（2023））
・産業廃棄物の再生利用率 61％
（現状 60.6％）

（１） 廃棄物の発生抑制・再使用・再生利
用（３Ｒ+Renewable）の推進

（２） 災害に強く持続可能な廃棄物処理
体制の構築

（３） 廃棄物の適正処理の推進

２ 循環型地域社会の形成

《施策の柱》《総合的指標》（2030年度までの施策
の達成状況を示す指標）

◎ 循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行に向けた
３R＋Renewable（再生可能資源に置き換える）の推進

◎ １指標の目標値見直し（一般廃棄物のリサイクル率）
◎ その他「第４次岩手県循環型社会形成推進計画」の策

定内容を反映
24



【参考８】第五次循環型社会形成推進基本計画(R６.８閣議決定)の概要

25



第３章 環境分野別施策

３ 改訂素案の概要 【 （２）見直しのポイント 】

・イヌワシつがい数 29ペア （現状 27ペ
ア）
・自然公園ビジターセンター等利用者数
470千人 （現状 420千人）

（１） 生物多様性の保全
（２） 自然とのふれあいの促進
（３） 森林、農地、海岸の環境保全機能の
向上

３ 生物多様性の保全・自然との共生（生物多様性地域戦略）

《施策の柱》《総合的指標》（2030年度までの施策
の達成状況を示す指標）

◎ ネイチャーポジティブの実現に向けた、県内の生
物多様性を増進する活動への支援

◎ 人と野生生物のあつれき解消に向けた取組
⇒ 野生動物と人との適切な距離感づくり
… クマ等市街地出没時の体制の構築 等追記

26



【参考９】生物多様性国家戦略（2023-2030）の概要
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【参考10】地域生物多様性増進法（R7.4施行）の概要
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第３章 環境分野別施策

３ 改訂素案の概要 【（２）主な論点 】

・ 河川・湖沼・海域の環境基準達成率
99.1％ （現状 98.2％）
・ 大気中のPM2.5等環境基準達成率
100％ （現状 100％）

（１）大気環境の保全
（２）水環境の保全
（３）土壌環境及び地盤環境の保全
（４）騒音・振動・悪臭対策の推進
（５）化学物質の環境リスク対策
（６）監視・測定の強化・充実
（７）放射性物質による影響把握
（８）環境影響評価制度の運用

４ 環境リスクの管理

《施策の柱》《総合的指標》（2030年度までの施策
の達成状況を示す指標）

◎ 科学的知見や規制動向を踏まえた適切な情報提供 等

29



【参考11】PFASに関する今後の対応の方向性（R5.7）の概要

30



第３章 環境分野別施策

３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】

・環境学習交流センター利用者数
50,000人 （現状 49,789人）
・水生生物調査参加率 ７％（参加者数
3,100人） （現状 6.9％）

（１） 持続可能な社会づくりに向けた環境
学習等の推進
（２） 環境に配慮した行動・協働の推進

５ 持続可能な社会づくりの担い手育成と協働活動の推進（環境教育等行動計画）

《施策の柱》《総合的指標》（2030年度までの施策
の達成状況を示す指標）

◎ 個人の変容⇒組織や社会経済システムの変革への連動
・・・ 企業等と連携した環境学習の推進
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【参考12】環境教育等の推進に係る基本的な方針（R6.5）概要

32



第４章 計画の推進・進行管理

３ 改訂素案の概要 【（２）見直しのポイント 】

３ 点検結果の活用：環境審議会への報告、
年次報告書等による情報提供

４ 社会経済情勢の変化等を踏まえた目標
及び施策の弾力的な対応

１ 計画の推進：他の計画との連携、各主
体に求められる役割と行動

２ 進捗状況の点検：総合的指標・施策推
進指標の設定・活用、個別施策の点検、
総合的な進捗状況の点検

◎ 主要な指標：総合的指標（15指標）の見直し
⇒ 次期岩手県循環型社会形成推進計画と整合を図るよう目標
値を見直し（１指標：一般廃棄物リサイクル率）

◎ その他の指標：施策推進指標（28指標）の見直し
● 本計画で独自に設定している指標（２指標）
⇒ 指標の進捗状況が良好であることを踏まえて、計画期間
満了年度(R12・2030年)までの目標値を設定。

● 他計画から引用している指標（26指標）
⇒ 当該計画における指標の見直し状況と整合を図る。
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改訂素案の概要項 目

中間見直しのため、変更なし。(１) 計画期間

当初計画から変更なし。(２) 目標

当初計画から変更なし。
（個別の施策その他本文の記載については、現行計画策定時
以降の社会や環境を取り巻く状況の変化、県の施策の進捗や
指標の達成状況、新たに生じた課題等への対応方向を検討の
うえ、追記・更新。）

(３) 計画の構成

総合的指標：15指標
… 次期循環型社会形成推進計画と整合を図るよう目標値
を見直し（１指標：一般廃棄物リサイクル率）

(４) 主要な指標

施策推進指標：28指標
うち独自指標（２指標）：計画年度まで目標値設定
うち他計画から引用している指標（26指標）
：当該計画における指標の見直し状況と整合を図る（引用
元を整理）

※ その他の指標

３ 改訂素案の概要 【（３）まとめ 】

34



４ 今後のスケジュール

参考内容等時 期

・ 12月議会報告・ パブリック・コメント及び地域説明会実施令和７年11月～12月

・ 県議会への承認議案の提出、審議（２月定例会）令和８年２月

・ 変更計画の公表、周知令和８年３月
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＜改訂素案の概要・本文＞
⇒ 県の行政情報センター・サブセンター及び岩手県HP（令和７
年度パブリック・コメント）から閲覧可能

（URL）https://www.pref.iwate.jp/public_comment/1085836/inde
x.html


